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１．背景・⽬的
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Hero Makersとは
タブレットなどのテクノロジーや新しい教育メソッドをいかに現場で有効に活⽤で
きるかは結局現場の先⽣次第だ。未来の教室に必要なのは、本質的に⼦どもの事を
考え、⾃らを、そして学びの環境をアップデートし続けられる「未来の先⽣」だ。

我々が考える「未来の先⽣」
１．グローバルリーダーとしての視座を持って理想の未来を描き
２．学校内外のリソースを⽤いてその実現に向かって⾏動し
３．そして、その姿をこどもたちに⾒せること

Hero Makersは上記の未来の先⽣を育成することを⽬的とし、参加者が⾃⾝のプロ
ジェクトのリーダーとなり、実際の教育現場で改⾰を推し進める超実践型プログラ
ムである。

合宿

Hero Makersへと成⻑マインドセット形成 実践スキル＆ノウハウ

オンライン定例会
実践例の共有＆コラボ
個別メンタリング など
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Hero Makersのめざす姿

5



2期開催の⽬的とねらい

Hero Makersは2019年度で2期⽬の開催となる。今期は受講可能⼈数の増加
と運営コストの削減を⽬的に以下の検証を⾏った。

１．複数開催地での実施の効果検証
１期では東京のみの開催だったが、受講可能⼈数を増やすことを⽬的に関
⻄と関東にて開催。

２．ウェブを中⼼としたカリキュラムの効果検証
１期では毎週末集まり、対⾯で講義やフィードバックを⾏っていたが、今
期は初回の合宿と中間発表、最終発表以外はウェブ上で完結するカリキュ
ラムとし、運営コストを圧縮した。

３．動画教材の開発
1期、2期の開催時の講義やフィードバック内容を元にHero Makers講座の動
画開発を⾏った。今後のHero Makersの開催時に活⽤することにより、質問
などに個別対応していた時間を圧縮できるようにする。
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２．実施内容
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Hero Makersプログラムの流れ
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Hero Makers講座（オンライン版）の開発

1期、2期の開催とプログラム中のサポート内容を元に、Hero Makersとして
活動する際につまづきやすい部分や重要なポイントを理解するための動画
教材の制作を⾏った。
今後はYouTubeなどにアップロードを⾏い、Hero Makersの合宿に参加した
⼈だけでなく、教育改⾰をチェンジメーカーとして主体的に⾏いたい教員
や教育関係者が無料で利⽤できるようにする。

※コンテンツは実証事業終了後も追加予定。

第１回 それほんとかな？を徹底せよ！
第２回 世界を変えたいなら⼰を知れ！
第３回 問題を魔王ひとりのせいにできたら

誰も苦労しない件
第４回 教育を変えたい⼈必須のストーリーテリング
第５回 それ誰得なの？的を絞らないと死んじゃうぞ!?
第６回 世の中は少しづつ変わっていくもんよ！

ってのをキャズム理論で説明してみた
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外部への発信や展開

未来の先⽣展（2019/09/14） Edvation×Summit（2019/11/04）

国外逃亡塾 i.Dareとの連携

未来の先⽣展にてHero Makersの取り組みの
紹介と参加者が⾃⾝のプロジェクトについ
てのピッチを⾏った。

Edvation×Summitにてイベント登壇（取り
組み紹介と参加者のピッチ）、ブース出展
を⾏った。
メディア掲載：https://lovetech-
media.com/eventreport/20191114edvation5/

Hero Makers参加者の声や彼らの活動を通し
て⾒えてきた現状を元に、Hero Makersメイ
ン講師である⽩川が海外進学や英語学習に
関する「ねねみそ国外逃亡塾」を連載。書
籍化も決定している。

未来の教室実証事業のひとつでもあるi.Dare
と連携。⼀部講師を共通とするだけでなく、
i.Dareで講師をするメンバーがHero Makersを
受講するなど「未来の教室」において活躍
する「未来の先⽣」を養成するプラット
フォームとしての機能を果たした。
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３．実施成果
今後への⽰唆
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実施成果概要

・卒業プロジェクト数：28（昨年度16）
・実施期間：2019年8⽉〜2020年1⽉

【2018年度との差】
• 開催形式を変更し、対⾯でのワークショップなどを⼤幅に減らしたが、去年度
と同程度の効果が得られた。

• 合宿、ならびに中間発表と最終発表を2箇所で開催した結果、卒業プロジェク
ト数を増やすことができた。

• 学校の教員以外で教育に興味を持つ参加者（今回は学⽣、会社員、医師）も増
え、参加者同⼠でいい影響を与えあっていたと考えられる。（例. Hacking 
Academyでは研究者がチームメンバーとなった。）

• 1期⽣も引き続き参加可能とした結果、2期⽣の相談に乗るような動きやロール
モデル的な形となった。1期⽣のノウハウや、すでに実証された成果がリアル
に伝わることで、現場の教員発の教育改⾰の仕⽅や可能性が伝わりプログラム
全体として昨年度より前向きな雰囲気となった印象。
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プロジェクト⼀覧（1/6）
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プロジェクト⼀覧（2/6）
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プロジェクト⼀覧（3/6）
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プロジェクト⼀覧（4/6）

16



プロジェクト⼀覧（5/6）
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プロジェクト⼀覧（6/6）

※アンケート未回答1件 18



参加者アンケート結果（１）

全体を通しての満⾜度

Hero Makersに参加して影響されたこと、
参加してからの変化
⾃分の考え⽅が180度変わった。⾃分の思考回路がこんな
に変わると思っても⾒なかった。間違いなく私のこれから
の⼈⽣が⼤きく変わる研修であった。
マインドセットが外向きに変わり、⾏動範囲が格段に広
がったこと。仲間の⼒を信じることを学んだ。
課題解決よりも課題発⾒が圧倒的に⼤切。いろんな経験を
してみんなの発表を聞いてそう実感できた。表⾯上だけで
聞こえのいい解決策が横⾏しているが本質を捉えてないも
のが多く全く解決しないという現状が多くあると思う。課
題の本質は何か、その深さによってより説得⼒が増すし解
決策なんて課題の本質が⾒えればいくらでもあることがわ
かった。
私でも何かできる！やってみたら、以外とできるじゃん！
仲間はたくさんいる！
⾃分の意志をはっきりさせた上で、学校の課題を明確にし、
それに対するプロジェクトを作ることができた。周りのリ
ソースをとことん巻き込むマインドセットが⾝についた。
学校で仕事をするのが楽しくなりました。周りも巻き込め
ること、⾃分が⼤切にしたいことに気づきました。（N=32） 19



参加者アンケート結果（２）

授業や学校、社会を変えることへの
意欲に変化はありましたか？

（N=32）

授業や学校、社会を変えることのできる
⽣徒や仲間を育成することへの⾃信に変
化はありましたか？

学校や社会を変えることへの意欲、そして他者をチェンジメーカーとして育成す
る⾃信についてのアンケート結果は以下のとおりである。
⾃らがヒーローであるに留まらず、⽣徒や同僚もヒーローとして育成するHero 
Makers⼈材としての⾃信がつくことがわかる。また、今年度はプログラムの内容
をウェブ中⼼としたが、対⾯でのワークショップなどが多かった前年度とほぼ変
わらない結果となり、Hero Makers⼈材育成の効果は変わらないと考えられる。
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コラボレーション事例（１）

アンケート回答者32名中、 84%の27名が他校の他校の教員や⽣徒、⺠間企業など
外部の⼈との共創やコラボレーションの機会があったと回答。昨年度は65%
（N=21）だったため2割ほど増加した。
最初の合宿でコミュニティ形成が⼗分にでき、Hero Makers内でのコラボレーショ
ンが活発化したことや、1期⽣が持つ外部連携時のノウハウや外部のリソースを
使ってもいいというマインドセットが伝わりやすかったこと、ならびに前年度か
らの露出で声をかけられる機会が増えた（特に1期⽣）ことが原因と考えられる。

具体的にどういったコラボレーションがありましたか？
・他校の学校で、その学校や本校だけでなく、さらに他校の⽣徒や教員とともにプロジェクトの実施を
⾏い、次回の開催も約束できたこと。
・他の学校からもプロジェクトの開催を希望された。
・他校の⽣徒と本校の⽣徒同⼠で、今までのプロジェクトの活動内容シェアと今後の活動の企画を⾏っ
ている。
・出版社と企画作成の会議を、⽣徒と教員と他校教員とで、６回⾏った。
・⾼校のみで実施されていた本プロジェクトが、⼩学校でも⾏われ、校種を問わずに実施できることが
⽰された。
・教育イベント「LearnＸCreation」にてワークショップ時間をいただき、中学⽣、⾼校⽣、⼤学⽣、教
員、企業⽅などが参加され、次回の開催にも⼤多数が参加された。
（Chalk-Jack）
12⽉1⽇NewsPicks本社スタジオでの実証実験（KAKINE BREAKER）
⾼校を超えた⾼校⽣のつながりができた。企業と教授とイベントができた。（passion finder）
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コラボレーション事例（２）

具体的にどういったコラボレーションがありましたか？

Chalk-Jack起こせそう!数研出版・啓林館とコラボできた。⼯藤校⻑ともコラボできた。他の⼤企業にア
クション起こしそう。（seiryoうんぬんかんぬん）

⽣野区役所、⼤阪府庁、WAKAZOとのコラボ（Step out of line）
他校の先⽣を研修会講師として呼んだ。
チョークジャック会議を⾃校で開催しようとしている。（教育改⾰！...のために現場の教員お助けプロ
ジェクト♡）
「編集⼯学研究所」「播磨⾵船⾶⾏隊」と共に総合学習の授業の企画・実施
「ビブリオバトル普及委員会」と共にはりまビブリオバトルというラーニングコミュニティの企画・運
営
「他⼒本願研究所」と教員宿泊研修の企画・運営
「NAYA⼯房」と「学びを学ぶ」という⼀般向け研修事業の企画・運営
「学校図書館研究会」と教員との合同研修の企画・運営
「姫路市地域創⽣推進室」「NPO法⼈J-heritage」とのピースツーリズムの企画構想
など。（総合学習を起爆剤にした地域のLearning-community化プロジェクト）
⼟佐町の保育園に何度か⾏ったこと。新聞やテレビの取材を受けた。
（保育ルネッサンス）
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参加者レポート
・ KAKINE BREAKER
「始まりはHeroMakers」新しい教育インフラ・コミュニティプロジェクト“KAKINE BREAKER”誕⽣に⾄るまで...Part 1｜佐藤 裕幸
#note
https://note.com/hiro310extreme/n/ne60997bf7670
「始まりはHero Makers」新しい教育インフラ・コミュニティ“KAKINE BREAKER”誕⽣に⾄るまで...Part 2｜佐藤 裕幸 #note #私の
仕事
https://note.com/hiro310extreme/n/n56a012127c1b

・passion finder
HeroMakers第⼆期を終えて｜p_p_kf #note
https://note.com/yusuketahara/n/ncdad583578e6

・Tosa Esucator’s Guild
HeroMakers最終発表 〜前へ進もうか〜｜のざたん @nozatan530 #note
https://note.com/nozkoh/n/nebfebb063601

・New hope learning center
Hero Makers に参加して｜yukio @hinumasizimi #note
https://note.com/hinumasizimi/n/nd3d75b09efdc

・ETP TOKYO -English for Beginners-
研修レポート① HeroMakers 経産相「未来の教室」実証事業｜おちゃタイムズ #note 
https://note.com/ocha_times/n/nc680a90b896c

・リベンジプロジェクト宿題全廃計画
他⼈にあまり期待をするな！｜かかとつま先 #note
https://note.com/jazzjuice2000/n/nb31e78bb6180

Hero makers 2期に参加してからの変化の速さについていけてない42歳と更に加速した11歳の物語。（⻑っ）｜ヒトミ #note 
https://note.com/nobitakun/n/n4be44d650de1 23
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